


　
地
方
志
向
の
若
者
が
増
え
、
地
方
が

注
目
さ
れ
る
一
方
、
集
落
で
は
、
人
口

減
と
高
齢
化
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
低
下
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
移
住
や
U
タ
ー

ン
を
促
進
し
、
新
た
な
視
点
で
集
落
の

活
力
向
上
を
図
り
ま
す
。
今
回
の
特
集

で
は
、
空
き
家
活
用
や
移
住
者
受
入
れ

を
考
え
る
契
機
と
な
る
よ
う
、
地
方
の

魅
力
、
移
住
者
と
集
落
の
ま
ち
づ
く
り

事
例
、
市
の
施
策
等
を
紹
介
し
ま
す
。

「
月
刊
ソ
ト
コ
ト
」
編
集
長
に
聞
く

地
方
の
魅
力

　
い
ま
、
な
ぜ
地
方
な
の
か
。
地
方
と
し

て
の
長
浜
の
魅
力
は
―

　
雑
誌
編
集
を
通
じ
、
都
市
か
ら
見
た
地

方
の
魅
力
を
熟
知
す
る
指
出
一
正
さ
ん

に
、
長
浜
の
可
能
性
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

■ 

都
会
の
若
者
を
中
心
に
地
方
に
対
す
る

意
識
が
変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か

　
２
つ
の
出
来
事
が
大
き
く
変
え
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
２
０
０
８
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
い
い

家
に
住
ん
だ
り
、
い
い
車
に
乗
っ
た
り
、

お
金
で
モ
ノ
を
消
費
す
る
満
足
感
に
価
値

を
見
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
２
つ
の

出
来
事
に
よ
り
、
右
肩
上
が
り
の
経
済
に

不
安
を
感
じ
た
り
、
お
金
が
あ
っ
て
も
モ

ノ
が
買
え
な
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
で
、
お
金
を
払
っ
て
買
え
る
モ
ノ
の

価
値
観
の
上
限
が
見
え
、
消
費
価
値
が
必

ず
し
も
自
分
の
幸
せ
に
つ
な
が
ら
な
い
こ

と
に
気
づ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

に
代
わ
っ
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
人
の
温
か
さ
、
さ
ら
に
、

農
業
体
験
や
古
民
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
参
加
す
る
な
ど
、
形
あ
る
も
の
に
で
は

な
く
、
暮
ら
し
に
密
着
し
た
「
体
験
」「
経

験
」
と
い
う
形
の
な
い
「
も
の
」
に
価
値

を
見
出
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド

は
、
都
会
で
は
な
く
地
方
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
地
方
に
関
わ
る
こ
と
に
面
白
み

を
感
じ
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
都
会
の
若
者
が
こ
う
い
っ
た
関

わ
り
の
中
か
ら
、
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
や
未
来
を
考
え
る
と
き
、
ダ
イ
レ
ク
ト

に
自
分
の
活
躍
が
表
現
で
き
る
場
と
し
て

は
、
埋
も
れ
る
都
会
で
は
な
く
、
地
方
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

“移り住みたい人”が選ぶ
“住み続けたいまち”へ

指出一正さん
1969年群馬県生まれ。上智大学法学部
国際関係法学科卒業。雑誌『Outdoor』
編集部、『Rod and Reel』編集長を経
て、現『ソトコト』編集長。雑誌作り
だけでなく、取材で培った経験から島
根県、広島県を始め、全国のまちづく
りのアドバイザーとして活躍。
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■ 

都
会
の
若
者
は
、
ど
う
い
う
地
方
に

魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
か

　
癖
の
な
い
ま
ち
よ
り
は
個
性
あ
る
ま
ち

を
選
択
し
ま
す
ね
。
住
ん
で
い
る
「
ひ
と
」

や
「
活
動
」
に
個
性
が
あ
る
ま
ち
で
す
。

「
お
い
し
い
特
産
品
」・「
素
敵
な
風
景
」

＝
魅
力
と
は
な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
に
「
遊
び
心
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
中
心
に
同
じ

思
い
を
持
つ
仲
間
が
、
い
か
に
ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
う
な
活
動
を
し
、
そ
こ
に
自
分
が

関
わ
る
と
楽
し
い
か
を
見
て
い
ま
す
。

　
あ
る
地
方
で
は
、
空
き
家
の
所
有
者
や

地
域
の
人
が
若
者
に
、「
タ
ダ
で
好
き
に

使
っ
て
く
れ
て
え
え
よ
」
と
言
っ
て
く
れ

て
、
自
分
た
ち
の
思
い
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
都
会
で
は

あ
り
え
な
い
こ
と
で
、
地
方
な
ら
で
は
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
の
で
す
。
こ
れ
を
許
し

て
く
れ
る
大
人
た
ち
が
い
る
、
つ
ま
り
若

者
の
活
動
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
地

域
が
魅
力
あ
る
地
域
な
の
で
す
。

■
指
出
さ
ん
か
ら
見
た
長
浜
の
魅
力
は

　
ズ
バ
リ
、「
水
辺
の
ま
ち
長
浜
」
で
す
。

全
国
的
に
も
、
住
民
・
企
業
・
行
政
が
、

水
辺
で
社
会
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ

し
て
い
こ
う
と
、「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
」
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
な
ど
、
急
速

に
水
辺
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
水
辺
は
、
水
面
の
揺
ら
ぎ
を
眺
め
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
で
、
ワ
ク
ワ
ク
感
や

創
造
力
が
掻
き
立
て
ら
れ
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
活
動
が
で
き
る
場
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
全
米
で
環
境

都
市
N
O
．1
の
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
水
辺
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
が

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
て
お
り
、
世
界
的

に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
浜
は
、
雄
大
な
び
わ
湖
や
「
鏡
湖
」

と
い
わ
れ
る
余
呉
湖
、
周
り
の
山
々
か
ら

流
れ
る
清
ら
か
な
川
か
ら
な
る
様
々
な
水

辺
空
間
が
存
在
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
ま

ち
な
か
を
潤
す
米
川
の
水
辺
で
展
開
す
る

シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
、
湖
北
の
暮
ら
し
案
内

所
「
ど
ん
ど
ん
」
は
、
若
者
を
中
心
に
た

く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、
新
た
な
つ
な
が

り
や
価
値
観
が
生
ま
れ
る
場
と
し
て
、
都

会
の
人
か
ら
見
て
も
非
常
に
魅
力
的
に
映

り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
水
辺
を
生
か
し
た

場
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
ま
ち

は
さ
ら
に
魅
力
的
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■ 

移
住
者
と
う
ま
く
や
れ
る
か
不
安
を

感
じ
る
地
域
が
多
い
と
思
い
ま
す
が

　
も
ち
ろ
ん
誰
し
も
不
安
に
感
じ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
地
方
に
移
住
し

た
い
若
者
は
、
地
方
に
対
す
る
価
値
観
と

し
て
、
ひ
っ
そ
り
余
生
を
過
ご
し
た
い
の

で
は
な
く
、
地
方
だ
か
ら
で
き
る
人
の
つ

な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
地
域
に
関

わ
り
な
が
ら
、
社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に

み
ん
な
で
考
え
る
時
間
を
大
切
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
あ
ま
り

構
え
ず
に
、
自
分
の
息
子
や
娘
の
よ
う
に

仲
間
と
し
て
接
し
て
あ
げ
る
の
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

月間「ソトコト」
「ソーシャル」をテーマに、人とつながり、コミュ
ニティを楽しく変えていく新しい暮らし方や働
き方を紹介する雑誌。８月号は、水辺のまちづ
くりを特集され、米川のほとりの湖北の暮らし
案内所「どんどん」が表紙を飾りました。

指出編集長も参加した「ソーシャルなまちづくりシンポジウム」（2016.3.1）　
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地域の魅力を活かした
移住者との融合

　
市
内
で
も
、
す
で
に
移
住
者
を
受
け
入

れ
、
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
集
落
が
あ
り
ま
す
。

　
鍛
冶
屋
町
は
、
草
野
槍
の
産
地
と
し
て
、

往
時
は
百
軒
の
鍛
冶
が
軒
を
連
ね
、
活
気

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
、
鍛
冶

を
す
る
人
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
ま

ち
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
、
鍛
冶
を
テ
ー

マ
に
町
全
体
で
毎
年
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
は
、
鍛
冶
屋
町

へ
の
移
住
者
が
企
画
の
段
階
か
ら
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
。
鍛
冶
と
い
う
地
域

資
源
を
テ
ー
マ
に
し
つ
つ
、
移
住
者
が
活

躍
で
き
る
場
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
地
元

と
移
住
者
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
確
保
し
て

い
ま
す
。
互
い
に
認
め
合
い
、
必
要
と
し

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
共
生
・
協
働
し
て
い
る
事
例
の
一
つ
で

す
。

　移住を決めたとき、家や仕事場の手配に地元の人が親
身になってくれたことを今でも感謝しています。ほどな
くまちづくり委員会に参加して様々提案しましたが、最
初はなかなか理解してもらえませんでした。私が別の場
所で実施していたペーパーナイフ作りのワークショップ
を草野さんが見て、「これを鍛冶屋で実施すれば、面白い
ことになる」と言ってくださり、「とんてんかんin鍛冶屋」
で実施。多くの人で賑わいました。鍛冶という地域資源
を外へ発信するため、議論を深め、活動を続けていくう
ちに互いに理解し合えるようになりました。最近、鉄作
家として活動することが、自然と鍛冶屋を発信している
ことに気づき、鉄作家とまちづくりの両方を頑張ってい
ます。まちを思う気持ちの強い人に囲まれ、鍛冶屋に来
てよかったと強く思っています。

まちづくりイベント「とんてんかん in 鍛冶屋」

　８年前、まちづくりを真剣にやろうと「鍛冶屋まちづく
り委員会」を有志で立ち上げました。集落を去った人も
多いですが、「今住んでいる人が楽しめるまちを作りたい」
と目標を持ちました。鍛冶のまちでしたので、これをテー
マにしようと皆で決めて、鍛冶の仕方を習うところから始
めました。山田さんも委員会に加わってくれて、今ではな
くてはならない存在になっています。移住者も地元民も真
剣に取り組んでいますので、議論も白熱し、時にはけんか
になることもありましたが、よく考えると家族のように
なってきた証拠かなと思います。今後は、委員会を法人化
して、地元にとっての利益も生み出し、全国の鍛冶職人を
集めてサミットをしたい。いま、鍛冶屋は移住者も地元民
も切磋琢磨して、まちが活気づいています。

鍛冶屋町移住定住モデルケース

地
元
代
表

鍛
冶
屋
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
草
野

　
武
さ
ん

移
住
者

鉄
作
家

　
山
田
　
大
介
さ
ん
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元
浜
町
に
事
務
所
を
構
え
る
長
浜
市

移
住
定
住
促
進
協
議
会
移
住
相
談
員
の

川
村
さ
ん
。

　
移
住
の
相
談
は
、
本
人
の
一
生
を
左

右
す
る
大
事
な
も
の
。
そ
し
て
、
移
住

の
目
的
に
は
一
つ
と
し
て
同
じ
パ
タ
ー

ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元
・
長
浜
の
集

落
に
よ
っ
て
も
、
対
応
に
は
大
き
な
違

い
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
移
住

希
望
者
か
ら
の
相
談
や
聞
き
取
り
調
査

は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
方
々
と
の
連
携

は
と
て
も
重
要
で
、
会
話
や
交
流
を
大

事
に
し
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
移
住
し
た
後
の
ケ
ア
や
フ
ォ
ロ
ー
も

相
談
員
の
仕
事
。「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

を
通
じ
た
移
住
者
の
受
入
実
績
は
延
べ

十
数
件
に
な
り
ま
す
が
、
事
務
所
を
経

由
し
て
い
な
い
移
住
者
か
ら
も
相
談
を

受
け
付
け
た
り
、
集
落
か
ら
は
、
空
き

家
対
策
や
近
所
の
移
住
者
に
つ
い
て
の

相
談
に
も
乗
る
な
ど
、「
一
度
、
引
き
受

け
た
か
ら
に
は
自
信
を
持
っ
て
移
住
者

と
地
元
と
の
良
好
な
関
係
構
築
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
、
お
互
い
良
い
形
で
の
定

着
を
目
指
し
ま
す
。
長
浜
っ
て
い
い
と

こ
ろ
だ
な
、
と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
、
と
こ
と
ん
、
お
付
き
合
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
」。

　
た
だ
、
人
間
関
係
や
土
地
勘
の
な
い

新
し
い
場
所
で
の
暮
ら
し
に
は
不
安
は

つ
き
も
の
。
受
け
入
れ
る
集
落
で
も
、

様
々
な
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
、
悩
み
も
出

て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、

対
話
や
交
流
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
「
地
元
・
長
浜
の
方
に
も
、
移
住
希
望

者
の
方
に
も
、
す
で
に
移
住
さ
れ
て
い

る
方
か
ら
も
、
問
い
合
わ
せ
、
相
談
な

ど
大
歓
迎
。
い
つ
で
も
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
、
相
談
員
が
立
ち
会
い
の
も
と
、

一
緒
に
問
題
解
決
を
目
指
し
ま
す
!
」

■
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
を
!

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
は
現
在
、
中
山
間

地
域
の
物
件
を
中
心
に
25
件
（
そ
の
ほ

か
準
備
中
の
物
件
が
数
件
）
の
登
録
が

あ
り
ま
す
。
集
落
散
策
・
交
流
イ
ベ
ン

ト
や
空
き
家
見
学
会
な
ど
を
実
施
す
る

と
、
毎
年
、
県
内
外
か
ら
延
べ
1
0
0

人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
ま
す
。

様
々
な
地
域
で
、
い
ろ
い
ろ
な
空
き
家

を
案
内
で
き
れ
ば
、
移
住
希
望
者
か
ら

さ
ら
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、

移
住
者
を
増
や
し
、
集
落
人
口
の
増
加

に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
集
落

内
の
空
き
家
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
自
治
会
と
十
分
協
議
し
ま
す

　
通
常
の
不
動
産
契
約
で
は
、
空
き
家

所
有
者
と
使
用
者
の
交
渉
の
み
で
す
が
、

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
で
は
、
地
元
自
治
会

や
集
落
の
意
向
を
十
分
く
み
取
り
、
移

住
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て

い
ま
す
。
相
談
員
が
そ
の
仲
介
に
な
り
、

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
に
つ
い
て
自
治
会

と
も
協
議
↓
移
住
希
望
者
か
ら
の
相
談

受
付
↓
自
治
会
内
で
の
対
応
協
議
↓
空

き
家
所
有
者
と
移
住
希
望
者
と
の
面
談

な
ど
、
き
め
細
か
い
相
談
業
務
を
請
け

負
っ
て
い
ま
す
。

移住者と地元をつなぐひと

　
市
で
は
、移
住
者
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族

や
知
人
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

U
・
I
タ
ー
ン
起
業
支
援
事
業
補
助

　
市
外
か
ら
転
入
し
、
起
業
し
た
人
に
、

要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

（
上
限
50
万
円
）

定
住
住
宅
改
修
促
進
事
業

　
市
外
か
ら
転
入
し
、
戸
建
て
の
中
古

住
宅
等
の
改
修
を
す
る
人
に
、
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。（
最
大

１
０
０
万
円
）

※
詳
し
く
は
、８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

空
き
家
・
空
き
店
舗
の
再
生
に
関
す
る

融
資
制
度
（
滋
賀
県
）

　
長
浜
市
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
等
に

登
録
さ
れ
た
空
き
家
を
改
修
し
、
事
業

を
行
う
人
に
設
備
資
金
、
運
転
資
金
を

融
資
す
る
制
度
。（
上
限
２
，５
０
０
万

円
　
年
利
１
・
２
５
%
）

　
そ
の
他
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
詳
細
は
、

左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
移
住
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
】

「
ナ
ガ
ハ
マ
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

http://w
w
w
.nagaham

a-capital.net/

川村　千恵 さん

問
長
浜
市
移
住
定
住
促
進
協
議
会

（
事
務
局 

い
ざ
な
い
湖
北
定
住
セ
ン
タ
ー
）

☎
５
０
│
１
０
１
９

長
浜
市
の

U
・
I
タ
ー
ン
支
援

空き家所有者

空き家バンク

移住希望者

登録

紹介

QRコード
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都
市
計
画（
案
）を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
意

見
の
あ
る
人
は
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
案
の
名
称
】

・ 

彦
根
長
浜
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
の
変
更

・ 

彦
根
長
浜
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
の
決
定

・
浅
井
湖
北
都
市
計
画
火
葬
場
の
変
更

・
木
之
本
高
月
都
市
計
画
汚
物
処
理
場
の
変
更

【
告
示
日
】８
月
10
日（
水
）

【
縦
覧
期
間
】８
月
10
日（
水
）〜
24
日（
水
）

【
縦
覧
場
所
】都
市
計
画
課〈
東
館
２
階
〉

【
意
見
提
出
】 所
定
の
様
式
に
①
住
所
②
氏
名
③

電
話
番
号
を
記
入
し
、
８
月
24
日

（
水
）ま
で
に
直
接
担
当
課
ま
で
。

※ 

告
示
日
以
降
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
計
画

（
案
）の
閲
覧
と
意
見
書
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
で
き
ま
す
。

　
左
表
に
あ
る
各
種
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
現
況
届
ま
た
は
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
前
年
の
所
得
と
受
給
資
格
を

確
認
し
ま
す
。
届
出
が
な
い
場
合
、
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

都
市
計
画（
案
）の

縦
覧
を
行
い
ま
す

問
都
市
計
画
課
（
☎
６
５

－

６
５
６
２
）

現
況
届
・
所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先

　
都
市
計
画
課
〈
東
館
２
階
〉

　
〒
５
２
６
│
８
５
０
１ 

八
幡
東
町
６
３
２

　
☎
６
５
│
６
５
６
２

　

*to
sh
ikei@

city.n
agah

am
a.lg.jp

　
前
回
は
、
湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー
施

設
の
現
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
次
期
施
設
整
備
計
画
の
考
え
方
や
、
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設（
以
下
、
ご
み
処
理
施
設
）

の
先
進
事
例
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
次
期
施
設
整
備
の
考
え
方
〉

　
新
し
い
施
設
の
整
備
方
針
で
は
、
快
適
な
市

民
生
活
を
支
え
る
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
最

新
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
で
施
設
周
辺
の
環
境

に
配
慮
し
、
焼
却
熱
の
再
利
用
に
よ
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
減
ら
し
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
を
め
ざ
す
な
ど
、
次
の
５
つ
の
基
本

概
念
の
も
と
取
り
組
み
ま
す
。

①
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
安
心
な
施
設

②
安
全
で
安
定
的
な
稼
動
が
で
き
る
施
設

③
循
環
型
社
会
形
成
に
貢
献
で
き
る
施
設

④
市
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設

⑤
経
済
性
に
配
慮
し
た
施
設

〈
環
境
に
や
さ
し
い
施
設
の
先
進
事
例
〉

　
最
新
の
ご
み
処
理
施
設
で
は
、
ご
み
の

多
様
化
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
に
対
応
す
る
た
め
、
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
処

理
技
術
を
導
入
し
、
再
資
源
化
の
徹
底
や
、
よ

り
高
度
な
公
害
防
止
対
策
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
ご
み
を
燃
や
し
た
熱
を
利
用
し
た
発

電
、
施
設
屋
上
の
緑
化
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置

な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
取
り
組
む
施
設

も
多
く
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
環
境
先
進
国
で
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
化
、
多
様
化
を
進
め
る

こ
と
で
、「
衛
生
処
理
施
設
」が「
発
電
施
設
」へ

と
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
日
本
で
も
東
京
23
区
の
渋
谷
清
掃
工
場
は
渋

谷
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、
名
古
屋
市
鳴
海
工
場
は

地
下
鉄
か
ら
徒
歩
20
分
の
場
所
に
あ
り
、
こ
れ

ら
の
事
例
は
ご
み
処
理
技
術
が
極
め
て
高
度
化

し
、
か
つ
地
域
環
境
と
の
調
和
に
取
り
組
ま
れ

た
結
果
と
い
え
ま
す
。

　
新
施
設
の
整
備
に
は
、
こ
れ
ら
の
先
進
事
例

も
参
考
と
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
と
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ

か
ら
も
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
〜
施
設
整
備
を
考
え
る
〜
㊥

問
湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー

　
施
設
整
備
課
（
☎
６
２

－

７
１
４
６
）　

◀
渋
谷
清
掃
工
場

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
提
供
）

対象となる手当 提出書類 提出期間 問合せ・提出先

児 童 扶 養 手 当 現況届
８月１日（月）

～31日（水）

子育て支援課

〈西館１階〉

☎６５－６５１４

北部振興局

福祉生活課

特別児童扶養手当
所得

状況届

８月12日（金）

～９月９日（金）

しょうがい福祉課

〈西館１階〉

☎６５－６５１８

北部振興局

福祉生活課

各支所

特別障害者手当
障害児福祉手当
（経過的）福祉手当

※土日を除き、お盆の期間も受け付けます。
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豊公園駐車場整備工事を行います
問都市計画課（☎65－6541）

　豊公園の駐車場整備工事のため、左記の区域に

おいて駐車場の一部（青枠部分）が利用できなくな

ります。ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願

いします。

【工事期間】８月中旬～平成29年３月中旬

※周辺道路への路上駐車や、公園利用者以外の駐車 

　はご遠慮ください。

湖北地域消防本部職員を募集します

【第１次試験日】９月18日(日)　【受付期限】８月15日(月)　※消印有効
★ 受験申込書は湖北地域消防本部の各消防署、分署、出張所などで配布し

ています。湖北地域消防本部ホームページからダウンロードすることも

できます。郵送で請求する場合は、封筒の表に「消防職(初級)受験申込

書請求」と朱書きし、返信用封筒角型２号(120円切手を貼付して宛先・

郵便番号明記)を同封して、右記まで送付してください。

職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格 採用予定日

消防職（初級） ７人程度 平成２年４月２日から
平成11年４月１日までに生まれた人 平成29年４月１日

問合せ・申込先
　湖北地域消防本部職員選考委員会

　〒５２６-００３３　平方町１１３５

　☎６２－４１９４

ながはま健康ウォーク参加者募集
問健康推進課（☎65－7779）

健康のためにみんなで歩いてみませんか
　スマートフォンのアプリを使い、日常生活のなかで、

10日間自由に歩きます。参加者の歩いた距離は、スマ

ホで計測し規定の距離を達成したグループの中から抽

選で、旅行券など豪華賞品をプレゼント。

※ 参加にはスマートフォンが必要です。お持ちでない

人には専用歩数計を貸し出します。

【実施期間】
　第１日程　９月27日(火)～10月６日(木)

　第２日程　11月８日(火)～11月17日(木)

【申込み期限】
　第１日程　９月５日(月)　

　第２日程　10月14日(金)

【コース】
・５人１組で200㎞コース

・３人１組で120㎞コース

・１人で40ｋｍコース

【参加費】
　１人600円

【申込み】
　市役所、各支所、市内公共施設等にある申込用紙ま

たは市ホームページの申込フォームに必要事項を記入

し、郵便振込または直接下記まで。

提出先
　健康推進課〈ながはまウェルセンター１階〉

　北部健康推進センター〈高月支所西側〉
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湖周道路

駐車場

※平成29年4月供用開始予定

駐車場整備区域

制限区域

←木之本 米原→



【
対

　
　
象
】

　
戦
没
者
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日（
基

準
日
）に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族

一
人
に
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

１
． 平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

２
．戦
没
者
等
の
子

３
． 戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
等
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入

れ
替
わ
り
ま
す
。

４
． ①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、

姪
等
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

【
支
給
内
容
】額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

【
請
求
期
限
】平
成
30
年
４
月
２
日（
月
）

※ 

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※ 

請
求
手
続
き
後
、
国
債
交
付
ま
で
１
年
以
上
か
か
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

お
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
担
当
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
内
へ
の
定
住
を
希
望
す
る
人
が
中
古
住
宅
等
を
取

得
・
改
修
す
る
場
合
、
改
修
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
別
居
し
て
い
た
子
ど
も
が
市
内
に
住
む
両
親
と
同
居
す

る
た
め
に
、
両
親
の
実
家
を
改
修
す
る
場
合
も
含
み
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】 申
請
者
お
よ
び
配
偶
者
の
３
親
等
内
の
親
族

が
所
有
す
る
市
内
の
住
宅
、
ま
た
は
４
月
１

日
以
降
に
売
買
も
し
く
は
賃
貸
借
契
約
が
成

立
し
た
中
古
住
宅

【
対
象
者
】 ４
月
１
日
以
降
に
市
内
の
対
象
住
宅
に
転
入
ま

た
は
転
居
し
た（
予
定
を
含
む
）45
歳
未
満
の
人

【
対
象
工
事
】 全
体
の
工
事
費
が
30
万
円
以
上
で
、
市
内
に
事

業
所
や
営
業
所
が
あ
る
建
設
業
者
が
施
工
し
、

平
成
29
年
２
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
工
事

【
申
請
時
期
】 工
事
着
工
前

【
助
成
額
】 工
事
費
の
10
％
相
当
額（
上
限
20
万
円
）

　
　
　
　
　 
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
さ
ら
に
工
事
費
の

3.5
％（
上
限
40
万
円
）を
加
算

　
　
　
　
　 

①
満
18
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
同
居
さ
れ
る
世
帯

　
　
　
　
　
②
65
歳
以
上
の
親
族
が
居
住
さ
れ
る
世
帯

※
①
、
②
ど
ち
ら
も
該
当
す
る
場
合
は
上
限
80
万
円

※ 

右
記
の
条
件
を
全
て
満
た
す
場
合
は
、
最
大
１
０
０
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
担
当
課
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
定
住

住
宅
改
修
促
進
事
業
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む

企
業
や
団
体
を
、「
子
育
て
応
援
事
業
者
」
と
し
て
表
彰
し

ま
す
。

【
対
　
　
象
】

①
職
場
環
境
づ
く
り
部
門

　 

子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
積
極
的
か
つ
継

続
的
に
取
り
組
む
事
業
者

②
地
域
子
育
て
支
援
部
門

　 

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
や
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
活
動
の

実
施
な
ど
、
地
域
の
子
育
て
支
援
活
動
に
貢
献
し
て
い

る
団
体

【
応
募
方
法
】

　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
９
月
30
日（
金
）

ま
で
に
直
接
左
記
ま
で
。

※ 

申
込
用
紙
は
左
記
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
表
　
　
彰
】

　
11
月
26
日（
土
）
開
催
の
は
〜
と
ふ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
６
で
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

問
社
会
福
祉
課
（
☎
６
５

－

６
５
３
６
）

転
入
・
転
居
時
の
住
宅
改
修
に

助
成
し
ま
す問

建
築
住
宅
課
（
☎
６
５

－

６
５
３
３
）

子
育
て
応
援
表
彰
候
補
者
を

募
集
し
ま
す問

子
育
て
支
援
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
４
）

提
出
先

　
子
育
て
支
援
課
〈
西
館
１
階
〉

　
〒
５
２
６
│
８
５
０
１ 

八
幡
東
町
６
３
２

　

*ko
so
d
ate@

city.n
agah

am
a.lg.jp
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子育てサポーター養成講座の受講生を募集します
問生涯学習課（☎65－6552）

　子育て中でアドバイスを求めている人や、地域で子

どものために何かしたいと思っている人など、子育て

に関心のある人のための講座です。

　子育てについて共に学び、子どもも大人も笑顔で暮

らせるような環境をみんなでつくりましょう。

【時　間】10時～11時30分
【定　員】80人
【対　象】子育てに関心のある人ならどなたでも。

【申込み】 ８月26日(金)までに①氏名 ②住所 ③年齢 ④
電話番号 ⑤託児希望・託児年齢を電話、FAX、

メール等により下記まで申し込みください。

※託児１回１人100円（先着20人）

■4講座以上の受講者には修了証書をお渡しします。
開　講　日 場所 内　　　容 講　　　師

９月２日(金) 六荘公民館 すくすく子育て
～子育てを楽しもう～

さいとう助産院
院長　齋藤 智孝 氏

９月16日(金) 市役所本庁舎
多目的ルーム

子育てに悩む保護者への寄り添い
～心のこもった支援とは～

長浜市教育センター
伊藤 路子 指導員

９月27日(火) 市役所本庁舎
多目的ルーム 子どもへのじょうずなかかわり方 滋賀文教短期大学

大橋 英子 教授

10月５日(水) 高月公民館 発達が気になる子どもと
その支援のあり方

長浜市教育センター
上杉 晴美　スーパーバイザー

10月12日(水) 市役所本庁舎
多目的ルーム

いつでも どこでも
しあわせに 生きていける子の育み方

「えじそんママ」
代表　岩室 智子 氏

問合せ・申込み先
　生涯学習課 

　☎６５─６５５２　 ６５─６５７１

　*syougaku@city.nagahama.lg.jp

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者（
加
害
者
）の
行
為

に
よ
っ
て
受
け
た
ケ
ガ
や
病
気
の
治
療
費

（
医
療
費
）は
、
本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ
き

も
の
で
す
が
、
届
出
に
よ
り
保
険
診
療
や
福

祉
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
こ
の
場
合
、
保
険
者
が
一
時
的
に
医
療
費

を
立
て
替
え
、
後
日
加
害
者
に
請
求
し
ま

す
の
で
、
警
察
署

と
国
民
健
康
保
険

や
後
期
高
齢
者
医

療
、
福
祉
医
療
の

窓

口（
保
険
医
療

課
）
ま
で
、
す
ぐ

に
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

・
事
故
発
生
状
況
報
告
書

・
念
書

・
被
保
険
者
証
（
福
祉
医
療
費
受
給
券
）

・
印
鑑

・ 

交
通
事
故
の
場
合
は
事
故
証
明
書

　
　
　
（
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
）

【
次
の
場
合
も
第
三
者
行
為
で
す
】

・
自
転
車
同
士
の
事
故

・
暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ

・
他
人
の
飼
犬
に
か
ま
れ
た

　
な
ど

【
注
意
点
】

　
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、

示
談
で
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、
保
険
診
療
に

よ
る
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
加
害
者
に
請
求
す
る
分
に
つ
い
て
、
当
事

者
双
方
で
請
求
し
な
い
旨
の
示
談
を
行
う
と

保
険
者
が
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く
な
り
、

被
害
者
自
身
に
負
担
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※ 

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
保
険
診
療
な
ど
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

　
　
　
　
　
（
労
災
保
険
の
対
象
）

・
不
法
行
為
に
よ
る
事
故

　
　
　
　
　
（
飲
酒
運
転
な
ど
）

交
通
事
故
な
ど
で
保
険
診
療
を
受
け
る
場
合

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
　
　
　
　
　
　
問
保
険
医
療
課（
☎
６
５

－

６
５
２
７
）
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https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

７月３日（日）
素晴らしい風景や暮らしを伝えたい　
　曳山博物館において、長浜ローカルフォトアカデミーのキッ
クオフセミナーが開催され、写真やまちづくりに関心のある市
民ら約50人が参加しました。
　「地域と写真」と題して、月刊ソトコト編集長の指出一正さ
ん、写真家のMOTOKOさんらが地域写真について講話しまし
た。参加者は、気に入ったものや紹介したいものを積極的に撮っ
て、発信していこうと意気込んでいました。

７月１日（金）～15日（金）
犯罪のない地域社会をめざして
　犯罪や非行の防止などについて理解を深め、力を合わせて犯
罪のない地域社会を築こうとする「社会を明るくする運動」。そ
の強化月間に合わせて、藤井市長や市内の中高生らが街頭啓発
を行い、量販店前でチラシを配り、薬物乱用や万引きの防止を
訴えました。
　生徒たちの笑顔で迎えられた買い物客らは、自然と笑みがこ
ぼれていました。

７月５日（火）～８月７日（日）
長浜の観音文化、東京へ
　東京藝術大学大学美術館で開催して
いる「観音の里の祈りとくらし展Ⅱ－
びわ湖・長浜のホトケたち－」。地元
の皆さんのご協力のお陰で、平成26年
春に続いての開催となりました。
　今回は、堂外初公開となる観音様を
はじめ42驅の仏像、懸仏や絵図、古文
書など49件を出展しています。この展
覧会では、観音像の優れた造形ととも
に、長い歴史の中で守り継がれた人々
の信仰や生活、地域の風土と深く結び
付いた「観音文化」を紹介。
　来場者からは「貴重な観音様に遠路
はるばるお越しいただき、長浜市民の
皆様に心より感謝申し上げます」と
いった手紙が寄せられています。
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ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews

6月18日（土）
新たな地域の憩いの場が誕生
　木之本地蔵坂に新たな地域の憩いの場「BookCafe住

す く ら む

暮楽」が
オープンしました。
　木之本を中心に活動している女性グループがまさにスクラム
を組み、空き家となっていた古民家を改修して進めたものです。
　休日には、古民家の窓から射す陽に癒されながら、カフェやラ
ンチを楽しめます。訪れた人たちは、落ち着きのある心地よい空
間で、こだわりのランチと語らいのひとときを楽しみました。

６月17日（金）～20日（月）
本物の相撲を体験しました
　大相撲宮城野部屋が昨年に続き、長浜で合宿を行いました。
　小さな子どもたち３、４人が一斉に力士の大きな胸に体当た
りすると、片手で持ち上げられる子もいるなど、場内が大きく
沸きました。また、白鵬と中学生による１対１の対戦では、微
動だにしない横綱に驚き、強さを肌で感じることができる絶好
の機会となりました。

６月19日（日）
歯の健康を考える日
　歯の健康について関心を持ってもらおうと、「湖北口腔
保健フェスティバル」が長浜文化芸術会館で開かれました。
　また、「親子でいい歯コンクール」も合わせて開催され、
山本さん親子が最優秀賞を、清水さん親子が特別賞を受賞
しました。山本さんは「おやつは決められた時間に食べる
こと、ジュースよりもお茶を飲むことを心がけています」
と秘訣を語りました。 最優秀賞

山本 潤さん・穹くん親子
特別賞
清水美弥子さん・愛梨菜ちゃん親子

６月26日（日）
地域の協力で天然芝生化
　統廃合で２年前に閉校した旧上草野小学校のグラウンド（野
瀬町）を天然芝生化しスポーツ施設として利用するため、市民
参加のもと苗の植え付けが行われました。
　グラウンドは約8,200㎡もありますが、約400人の参加者の熱
意と協力で１時間弱で植え終わりました。今回の作業は、地域
住民の交流の場となり、子どもたちの成長を地域住民が実感す
る場にもなりました。
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市政の動き
（６月16日～７月15日）

市役所内で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

6月16日（木）
第１回長浜市支え合いの地域づくり推進委員会
担当課:高齢福祉介護課 （☎６５－７７８９）

生活支援コーディネーターの支援状況や地域活動、今後の活動計
画等について報告を受けました。また地域介護予防通所活動支援
補助金、高齢者活躍よりあいどころ整備事業について事務局より
報告を受け、意見交換を行いました。

６月17日（金）
第１回長浜市多文化共生・国際化のまちづくり円卓会議
担当課:市民活躍課 （☎６５－８７１１）

長浜市でできる外国人防災活動について参加者と意見交換を行
いました。

６月21日（火）
第１回長浜市景観審議会
担当課:都市計画課 （☎６５－６５６２）

景観審議会について説明を受け、地区計画の区域内における建築
物等の形態意匠の制限に関する条例（案）と平成28年度長浜景観
広告賞の実施について報告を受けました。

６月27日（月）
長浜市人権尊重審議会
担当課:人権施策推進課  （☎６５－６５６０）

「長浜市人権施策推進基本計画」の進捗管理、人権啓発・男女共同
参画に関する職員意識調査、『性別記載』の取り組みについて事務
局から説明、質疑応答と意見交換を行いました。

６月29日（水）
第１回長浜市地域公共交通会議
担当課:都市計画課（☎６５－６５６２）

平成27年度の運行実績や利用促進等の取組実績、「地域公共交通
網形成計画」の策定予定、停留所の名称変更等について事務局か
ら説明を受け、意見交換を行い承認しました。

７月７日（木）
第１回長浜市子ども・子育て会議
担当課:子育て支援課 （☎６５－６５１４）

長浜市子ども・子育て支援事業計画の進捗管理、長浜市子育て応
援表彰事業について事務局から説明し、質疑応答と意見交換を行
いました。

７月７日（木）
第１回長浜市健康づくり推進協議会
担当課:健康推進課 （☎６５－７７７９）

「健康ながはま21」計画（第３期）の平成27年度事業の成果と課題、
平成28年度の実施計画について事務局から説明を受け、質疑応
答・意見交換を行いました。

７月８日（金）
第１回長浜市建築審査会
担当課:建築住宅課 （☎６５－６５３３）

建築基準法第43条第１項ただし書きの許可について説明を受け、
同意しました。また同条に基づく事後報告について承認しまし
た。

７月８日（金）
第６回長浜市総合計画審議会
担当課:総合政策課 （☎６５－６５０５）

次期総合計画の策定にあたり、事務局から基本計画の案について
説明を受け、内容を協議しました。

７月12日（火）
第１回長浜市地域包括支援センター運営協議会
担当課:高齢福祉介護課 （☎６５－７７８９）

地域包括支援センターの主要な事業の平成27年度実績を説明。今
年４月から始まった５つの地域包括支援センターの計画や４・５
月の実績について報告・検討しました。

７月14日（木）
第２回長浜市支え合いの地域づくり推進委員会
担当課:高齢福祉介護課 （☎６５－７７８９）

高齢者活躍よりあいどころ補助金事業者のヒアリング審査を行
い、下記の２者を選定しました。
　・仮認定特定非営利活動法人　つどい 理事長　川村 美津子
　・夢の一歩塾　代表　柴田 善成 

７月15日（金）
第１回長浜市旅館等建築規制審議会
担当課:都市計画課 （☎６５－６５６２）

届出があった建築（用途の変更）予定の旅館等について、長浜市環
境保全のための旅館等建築等規制条例第２条に規定する「特定旅
館」に該当しないことを確認しました。

公共下水道区域の農地を宅地化等した人へ
問上下水道課（☎６５－１６００）

　公共下水道が整備された区域では、下水道の供用開始
時に、土地所有者等（以下「受益者」）から整備費用の一
部を受益者負担金として徴収しています。
　このうち、現況地目が農地（田・畑）等の場合は、申
請により、受益者負担金の徴収を猶予していますが、土
地が宅地化等された時に納めていただくこととなります。
　農地を宅地化等された場合は、届出が必要となります

ので、下記窓口までご連絡ください。
　なお、農業集落排水事業区域および浅井・湖北地区に
は、負担金の徴収猶予制度がありませんので、届出の必
要はありません。
※負担金の計算方法は市ホームページをご覧ください。
届出窓口　上下水道課〈東館２階〉　☎６５－１６００
　　　　　北部振興局上下水道課　 ☎８２－５９０３
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産
後
ケ
ア
事
業
を
始
め
ま
し
た

問
健
康
推
進
課
（
☎
６
５

－

７
７
５
１
）

限
度
額
適
用
認
定
証
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

問
保
険
医
療
課
（
☎
６
５

－
６
５
１
２
）

国
民
年
金
保
険
料
前
納
で
お
得
で
す

問
彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
４
）

産
後
の
お
母
さ
ん
を
応
援
し
ま
す

　
出
産
後
に
、
心
身
の
不
調
や
育
児
不
安
な
ど
の
あ
る
人
が
、

産
科
医
療
機
関
等
で
日
帰
り
も
し
く
は
宿
泊
で
、
心
身
の
ケ
ア

や
育
児
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
を

は
じ
め
ま
し
た
。

　
出
産
後
、
お
産
と
育
児
の
疲
れ
か
ら
体
調
が
よ
く
な
い
、
授

乳
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
の
仕
方
が
わ
か

ら
な
い
な
ど
、
お
困
り
の
お
母
さ
ん
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
、
産
後
４
か
月
未
満
の
母
親
と
乳

児
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

・
心
身
の
不
調
ま
た
は
育
児
不
安
等
が
あ
る
人

・
ご
家
族
な
ど
か
ら
十
分
な
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
人

【
内
　
容
】

　
母
親
の
体
調
管
理
、
授
乳
相
談
、
育
児
相
談
（
沐
浴
・
赤
ち
ゃ

ん
の
お
世
話
の
仕
方
な
ど
）

【
産
後
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
施
設
】

・ 

産
科
医
療
機
関
（
市
立
長
浜
病
院
、
神
野
レ
デ
ィ
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
）

・ 

そ
の
他
の
施
設
（
ま
ち
の
ほ
け
ん
し
つ
産
前
・
産
後
ケ
ア
き

ず
な
）

【
利
用
日
数
・
自
己
負
担
額
】

・
日
帰
り
型
（
７
日
ま
で
）　
１
日 

３
，
０
０
０
円

・
宿 

泊 

型
（
７
日
ま
で
）　
１
日 

６
，
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
自
己
負
担
な
し

【
申
込
み
】

　
直
接
担
当
課
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
み
先

　
健
康
推
進
課
（
な
が
は
ま
ウ
ェ
ル
セ
ン
タ
ー
１
階
）

　
医
療
機
関
や
薬
局
で
の
お
支
払

い
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
場
合

は
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す
る

と
、
ひ
と
月
の
自
己
負
担
が
限
度

額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に

は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

【
対
象
者
】

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で

①
69
歳
以
下
の
人

② 

平
成
28
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
70
歳
以
上
74
歳
以

下
の
人

【
申
請
時
の
注
意
点
】

① 

申
請
日
時
点
に
お
い
て
、
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納

が
な
い
こ
と
。

② 

世
帯
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
が
前
年
中

所
得
の
申
告
を
し
て
い
る
こ
と
。

※ 

未
申
告
で
所
得
が
不
明
な
場
合
は
、
上
位
所
得
者
の
限
度
額

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

申
請
窓
口

　
保
険
医
療
課
〈
東
館
１
階
〉

　
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所

８
月
は『
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』で
す
。

　
こ
の
月
間
は
、
道
路
を
利
用
す
る
人
に
道
路
の
大
切

さ
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
常
に
美
し
く
正
し
く
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

『
道
き
れ
い

　
そ
ん
な
所
は

　
人
き
れ
い
』

（
平
成
28
年
度
中
学
生
の
部
最
優
秀
標
語
）

問
道
路
河
川
課
（
☎
６
５

－

６
５
３
１
）

　
10
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
の
６
か
月
分
の
国
民
年
金
保

険
料
を
口
座
振
替
で
ま
と
め
て
納
付（
６
ヶ
月
前
納
）す
る
と
、

保
険
料
が
９
６
，４
５
０
円
と
な
り
、
毎
月
１
６
，２
６
０
円
を

納
付
す
る
よ
り
も
１
，１
１
０
円
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
引
き
落
と
し
日
は
10
月
31
日
で
す
。
現
在
口
座
振
替
に
よ
る

毎
月
納
付
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
が
、
６
ヶ
月
前
納
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
口
座
振
替
方
法
の
変
更
手
続
き
が

必
要
で
す
。

【
申
込
み
】

　
８
月
末
ま
で
に
、
口
座
振
替
を
希
望

さ
れ
る
金
融
機
関
、
も
し
く
は
お
近
く

の
年
金
事
務
所
ま
で
。
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就
職
活
動
応
援
し
ま
す

　
湖
北
地
域
の
事
業
所
の
発
展
を
担
う
若
い
世
代
の
人
材
確
保

を
目
的
と
し
て
、
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

【
と
　
き
】10
月
14
日（
金
）　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

【
と
こ
ろ
】長
浜
バ
イ
オ
大
学
体
育
館（
田
村
町
）

【
対
　
象
】 平
成
29
年
３
月
に
大
学（
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
専
門
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
学
生
も
し
く

は
卒
業
後
３
年
以
内
の
既
卒
者

※
申
込
み
や
履
歴
書
は
不
要
で
す
。

就
活
ナ
ビ
へ
の
参
加
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

　
会
場
内
の
ブ
ー
ス
で
、
面
接
等
を
希
望
す
る
学
生
等
に
、
募

集
内
容
の
説
明
と
面
接
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
対
　
象
】 長
浜
市
内
も
し
く
は
米
原
市
内
に
就
業
場
所
を
有

し
、
右
記
の
学
生
等
を
採
用
予
定
の
事
業
所
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
大
卒
等
求
人
の
申
込
み
を
し
て
い

る
、
も
し
く
は
本
面
接
会
参
加
申
込
み
と
同
時
に
大

卒
等
求
人
の
申
込
み
を
す
る
事
業
所

【
募
集
数
】50
社（
先
着
順
）

【
申
込
み
】 所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
大
卒
等

求
人
票
の
写
し
を
添
え
て
、
９
月
２
日（
金
）ま
で
に

郵
送
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
。

※ 

申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　
山
の
整
備
や
薪
利
用
な
ど
、
山
林
で
作
業
す
る
人
を
対
象
に
、

安
全
な
林
業
技
術
の
習
得
を
め
ざ
し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
・
時
間
】

○
広
葉
樹
伐
倒
研
修
会

　
広
葉
樹
林
の
整
備
の
し
か
た
や
伐
倒
実
技
研
修

　
８
月
27
日（
土
）、
28
日（
日
）　
９
時
〜
16
時

○
作
業
道
研
修
会

　
作
業
道
づ
く
り
の
座
学
と
実
技
研
修

　
９
月
10
日（
土
）、
11
日（
日
）　
９
時
〜
16
時

○
山
の
経
営
相
談
会（
随
時
）

　 

詳
細
な
開
催
内
容
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
秋

の
平
日
に
も
同
様
の
研
修
を
開
催
予
定
で
す
。

【
対
　
象
】

・ 

森
林
整
備
や
林
業
に
関
心
の

あ
る
人
で
市
内
に
在
住
か
在

勤
の
人

・ 

広
葉
樹
伐
倒
研
修
会
は
、
市
の

講
習
会
等
を
受
講
し
安
全
に

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
扱
え
る
人

・ 

作
業
道
研
修
会
の
実
技
研
修

は
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ（
３
ト
ン
未

満
）を
操
縦
で
き
る
人

【
定
　
員
】約
15
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】無
料

【
申
込
み
】８
月
19
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
担
当
課
ま
で
。

　
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間（
各
施
設
と
も
）

　
８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日
　
９
月
25
日（
日
）

　
国
民
年
金
基
金
は
、
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な
年
金
で
、

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営
業
者
・
農
林
漁
業
者
な
ど
の
人
と
そ
の
配
偶
者
・
学
生
等
）

が
申
し
込
み
に
よ
り
任
意
に
加
入
で
き
る
制
度
で
す
。

　
掛
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
、
性
別
、
口
数
な
ど
に
よ
り
決
ま
り

ま
す
。
な
お
、
掛
金
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る

た
め
、
所
得
税
や
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
基
金
の

給
付
は
、「
終
身
年
金
」を
基
本
と
し
て
い
る
た
め
、
一
生
涯
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
国
民
年
金
基
金
の
受
給
開
始
年

齢
は
、
国
民
年
金
の
受
給
開
始
年
齢
と
連
動
し
て
変
わ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
国
民
年
金
の
高
齢
任
意
加
入
被
保
険
者
に
つ
い
て
も
国
民
年

金
基
金
に
加
入
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
就
職
面
接
会「
湖
北
就
活
ナ
ビ
」

問
商
工
振
興
課
（
☎
６
５

－

８
７
６
６
）

自
伐
型
林
業
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

問
森
林
整
備
課
（
☎
６
５

－

６
５
２
６
）

８
月
28
日(

日)

は

ゴ
ミ
の
持
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

「
国
民
年
金
基
金
」で
公
的
年
金
の

受
け
取
り
に
プ
ラ
ス
を

問
滋
賀
県
国
民
年
金
基
金
課（
☎
０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２
）

問
合
せ
先

　
滋
賀
県
国
民
年
金
基
金

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
１
２
０
│
６
５
│
４
１
９
２

申
込
み
先

　
商
工
振
興
課
〈
西
館
２
階
〉

　
〒
５
２
６
│
８
５
０
１
　
八
幡
東
町
６
３
２
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『平成29年新成人を祝うつどい』の実行委員を募集します
問生涯学習課（☎65－6552）

　『平成29年新成人を祝うつどい』の企画・運営を担う

実行委員を会場ごとに募集します。20歳の門出に、同

世代の仲間と思い出に残る成人式を自分たちの手で創

りませんか。

【応募資格】
・今年新成人となる人（主体的な運営担当）

・ 来年新成人となる人、または昨年新成人となった人

（サポート担当）

【内　　容】新成人を祝うつどいの企画・運営
【募集人数】各会場15～20人程度
【募集締切】８月26日（金）
○長浜会場（長浜・浅井・びわ・虎姫・湖北地域の人）

　 問・申　生涯学習課（☎６５－６５５２）

○伊香会場（高月・木之本・余呉・西浅井地域の人）

　 問・申　北部振興局地域振興課（☎８２－５９００）

◇    市内に住民票のある人に

は、案内状を10月中旬頃

に発送する予定です。進

学や就職などで市外に住

民票を異動している人も

出席することができます。出席を希望する場合は、

電話で担当課までお知らせください。

『平成29年新成人を祝うつどい』
【と　き】 平成29年１月８日(日)13時～
【ところ】 市内２会場で実施します。
　　　　・長浜会場　長浜ロイヤルホテル
　　　　　(長浜・浅井・びわ・虎姫・湖北地域の人)

　　　　・伊香会場　木之本スティックホール
　　　　　(高月・木之本・余呉・西浅井地域の人)

【対　象】 平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれ  
　で、市内在住もしくは出身の人

長浜きもの大學 参加者募集！

８月の長浜市民献血デーにご協力ください

８月13日(土)　西友長浜楽市店駐車場
【受付時間】10時～12時、13時～15時30分　★400ｍL全血献血をお願いします。
※詳しくは滋賀県赤十字血液センターホームページまで。(http://shiga.bc.jrc.or.jp/)

問観光振興課（☎65－6521）

問健康推進課（☎65－7779）

　和装の似合うまち『長浜』で、きものを着て楽しもう！

　このイベントは、今年で19回目。まちなかをキャンパスに見立て、ミニカルチャー講座を楽しみます。

【と　　き】11月５日(土)　10時～16時
【と こ ろ】中心市街地一帯
【対　　象】男女問わず、きもの姿で参加できる人
【料　　金】5,000円（受講料・昼食代・記念品付）
【募集人数】300人(先着順)
【応募締切】９月30日(金)まで
【申 込 み】 インターネットまたは往復はがきでお申し

込みください。

　　　　　インターネット：「長浜きもの大學」で検索。
　　　　　往復はがきの場合：往信はがき裏面に
　　　　　 ①氏名（ふりがな） ②郵便番号 ③住所 ④連

絡先（電話番号） ⑤年齢 ⑥性別 ⑦希望の講

座番号第４希望まで ⑧希望しない講座番

号４講座まで ⑨友人と同じ講座をご希望

の場合は氏名（２人まで）をご記入のうえ、

郵送してください。

※講座内容はホームページに掲載しています。

※返信の宛名面に住所、氏名を忘れずに明記してください。

問長浜きものの集い事業部会事務局（☎65－6521）

申込み先
　観光振興課〈西館２階〉

　〒５２６－８５０１ 八幡東町６３２
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 「

長
浜
の
観
音
展
」

　
　
　
　
東
京
で
再
び
開
催

　
長
浜
市
、
と
り
わ
け
北
部
地
域
を
中

心
に
守
り
継
が
れ
る
観
音
像
と
、
そ
こ

に
息
づ
く
観
音
文
化
を
紹
介
す
る
「
観

音
の
里
の
祈
り
と
く
ら
し
展
Ⅱ
」
を
東

京
藝
術
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
東
京
・

上
野
の
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
の
春

に
続
き
２
回
目
で
す
。

　
市
内
に
は
約
１
３
０
体
を
超
え
る
観

音
像
を
始
め
と
す
る
仏
像
が
伝
わ
り
、

古
く
は
奈
良
・
平
安
時
代
に
遡
り
ま
す
。

京
都
や
奈
良
と
異
な
り
、
大
寺
社
で
は

な
く
集
落
ご
と
に
大
切
に
密
や
か
に
守

り
継
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
宿
る

観
音
文
化
は
毎
日
の
暮
ら
し
に
根
付
き

住
民
の
信
仰
や
風
土
と
深
く
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
前
回
の
２
倍
以
上
と
な
る
42

体
を
展
示
、
期
間
も
９
日
間
延
長
し
て

い
ま
す
。
観
音
寺（
木
之
本
町
黒
田
）の

重
要
文
化
財
「
伝
千
手
観
音
立
像
」
や

医
王
寺（
木
之
本
町
大
見
）の
重
要
文
化

財
「
十
一
面
観
音
立
像
」
な
ど
15
体
が

初
め
て
堂
外
で
公
開
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

来
現
寺（
弓
削
町
）の
「
聖
観
音
立
像
」、

知
善
院（
元
浜
町
）の
「
十
一
面
観
音
坐

像
」、
舎
那
院（
宮
前
町
）
の
「
愛
染
明

王
坐
像
」
な
ど
の
仏
像
と
古
文
書
、
絵

画
の
計
49
件
が
出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
村
で
守
ら
れ
て

き
た
観
音
様
を
通
じ
て
長
浜
の
信
仰
文

化
や
人
々
の
生
活
を
知
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
代
日
本
に

と
っ
て
一
番
大
切
な
「
慈
悲
」
の
精
神

に
接
す
る
安
ら
ぎ
の
空
間
と
な
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。
湖
北
の
温
か
い
人

た
ち
が
観
音
様
を
守
り
、
観
音
様
も
村

の
人
々
を
守
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人

た
ち
が
千
年
を
超
え
て
継
承
し
て
き
た

祈
り
の
文
化
が
長
浜
市
の
大
き
な
誇
り

で
す
。
開
幕
以
来
、
首
都
圏
の
大
勢
の

皆
さ
ん
に
は
、
観
音
様
と
対
面
し
祈
り

の
文
化
に
接
し
て
頂
き
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
協
力
頂
い
た
全

て
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

市長
コラム◯73

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

▲ 「観音の里の祈りとくらし展Ⅱ」
の会場で

が
ん
に
関
す
る

　
正
し
い
情
報
を

　
市
立
長
浜
病
院
は
、
平
成
17
年
に

湖
北
圏
域
に
お
け
る
地
域
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
、
平

成
19
年
に
「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
あ
る
い
は
地
域

の
人
か
ら
の
、
が
ん
に
関
す
る
様
々

な
相
談
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
す
。
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
研

修
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
お
話
を

伺
い
、
問
題
を
解
決
す
る
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
が
ん
患
者
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
は
病
気
の
診
断
や
治
療

の
こ
と
に
加
え
、
社
会
的
な
こ
と
、

金
銭
的
な
こ
と
、
あ
る
い
は
ご
自
宅

で
の
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
様
々

な
心
配
や
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
院
内
外
の
様
々
な
専

門
職
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
対
応

し
て
い
ま
す
。
当
院
に
通
院
し
て
い

な
い
人
で
も
、
ど
な
た
で
も
無
料
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
個
人
情
報

は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
患
者
さ
ん
ご
家
族
に

対
し
て
は
、
自
ら
が
望
ま
れ
る
治
療

を
納
得
し
て
選
択
す
る
た
め
、
が
ん

に
関
す
る
正
し
い
情
報
を
お
伝
え
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
公
開
教
室
・
出
前
講
座

な
ど
を
開
催
し
、
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
、
一
般
市
民
、
教
育
関
係
職
員
の

人
な
ど
に
対
し
て
、
広
く
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
働
く
世
代

の
が
ん
患
者
さ
ん
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
が
ん
に
な
っ
て
も
仕
事
が
継
続

で
き
る
た
め
の
支
援
と
し
て
、
昨
年

度
か
ら
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
就

労
に
関
す
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
周
り
に
、
誰
に
も
相
談

出
来
ず
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
が
ん

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
は
い
ま
せ
ん

か
。
そ
の
人
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
が
出
来
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
関

す
る
詳
細
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

院
内
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

このコーナーでは病院事業のスタッフの紹介を兼ねて、病院施設や
体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　 （
☎
６
８
―
２
３
５
４〈
直
通
〉）

がん相談支援センター
副センター長　新川　君代

市立病院通信‒◯‒64
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指定日　昭和49年３月11日指定
正
しょうげんじ

源寺蔵（余呉町川並）
琵琶湖文化館寄託

　
正
源
寺
の
日
吉
山
王
曼
荼
羅
は
、
大

津
坂
本
比
叡
山
の
麓
に
位
置
す
る
日ひ

え吉

神
社
（
現
日ひ

よ

し吉
大
社
）
の
神
々
を
神
像

形
式
で
描
い
た
も
の
で
す
。
自
然
で
的

確
な
尊
像
表
現
、
金
箔
を
用
い
た
細
か

な
文
様
や
彩
色
表
現
な
ど
鎌
倉
時
代
か

ら
南
北
朝
時
代
の
作
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
日
本
で
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時

代
に
か
け
て
、
外
来
宗
教
で
あ
る
仏
教

の
諸
尊
と
日
本
で
古
来
よ
り
信
仰
さ
れ

て
き
た
神
々
は
、
同
じ
も
の
と
す
る

「
神し

ん
ぶ
つ仏

習し
ゅ
う
ご
う

合
」
の
考
え
が
浸
透
し
、
こ

う
し
た
流
れ
の
中
で
制
作
さ
れ
た
も
の

の
一
つ
が
「
山
王
曼
荼
羅
」
で
す
。

　
山
王
権ご

ん
げ
ん現

な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
日
吉

神
社
は
、
最

さ
い
ち
ょ
う澄

（
７
６
７
―
８
２
２
）

に
よ
っ
て
天
台
宗
の
総
本
山
で
あ
る
延

暦
寺
の
守
り
神
と
さ
れ
ま
し
た
。
画
面

上
部
に
は
、
日
吉
神
社
の
７
基
の
神
輿

が
描
か
れ
て
お
り
（
一
部
欠
失
）、
神

輿
の
下
、
画
面
中
央
に
日
吉
の
神
々
が
、

僧
侶
や
貴
族
、
女じ

ょ
し
ん神
の
姿
で
描
か
れ
ま

す
。
注
目
す
べ
き
は
、
神
々
の
数
の
多

さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
吉
神
社

に
は
元
々
、
そ
の
土
地
の
神
で
あ
る

大お
お
や
ま
ぐ
い
の

山
咋
神か

み

が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
日
本
各
地
で
信
仰
を
集
め
る

多
く
の
神
々
が
勧

か
ん
じ
ょ
う

請
さ
れ
ま
す
。
そ
の

中
で
も
有
力
な
社
殿
を
上

か
み
の

七し
ち
し
ゃ社

、
中

な
か
の

七

社
、
下

し
も
の

七
社
と
定
め
、
合
わ
せ
て
山
王

二
十
一
社
と
呼
び
ま
し
た
。
画
面
中
央

の
上
方
に
、
や
や
大
き
め
に
描
か
れ
る

７
尊
が
最
も
有
力
な
上
七
社
で
、
そ
の

下
に
中
、
下
の
14
社
の
神
々
が
、
様
々

な
姿
で
表
情
豊
か
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
、
天
台
宗
と
ゆ

か
り
の
あ
る
５
つ
の
尊
像
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
中
央
に
描
か
れ
る
の
は
弁
才

天
で
す
。
中
世
の
竹
生
島
は
天
台
宗
の

下
、
弁
才
天
信
仰
の
聖
地
と
し
て
信
仰

を
集
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
竹

生
島
の
弁
才
天
を
描
い
た
も
の
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
山
王
曼
荼
羅
に
は
、
描
か
れ
る
形
式

や
図
像
が
多
岐
に
わ
た
り
、
様
々
な
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
山
王
の
神
輿
と
竹
生
島

の
８
本
の
腕
を
持
つ
弁
才
天
を
描
く
作

例
は
、
正
源
寺
本
に
し
か
み
ら
れ
ま
せ

ん
。
山
王
曼
荼
羅
の
中
で
も
希
少
な
作

例
で
あ
る
と
と
も
に
、
絵
画
に
描
か
れ

て
い
る
図
像
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
当

時
の
歴
史
や
信
仰
状
況
な
ど
多
く
の
情

報
を
伝
え
て
く
れ
る
貴
重
な
文
化
財
で

す
。

シリーズ○ 

※平成28年４月１日現在

64

日
ひ

吉
え

山
さ ん

王
の う

曼
ま ん

荼
だ

羅
ら

　一幅

問

高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

　 

（
☎
８
５
‐
２
２
７
３
）

滋賀県指定文化財　絹本著色
タテ151.0㎝×ヨコ55.0㎝

写真提供：滋賀県立琵琶湖文化館
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【申込み】 ８月31日（水）までに、氏名・
住所・電話番号を記入しメー
ルかFAXで下記まで。

問・申おうみ犯罪被害者支援センター
　　*npoovsc@yahoo.co.jp
　　 ０７７－５２７－５３１０

募　　集
◆JCMU留学生と親子ハイキング
アメリカからの留学生と一緒に、英会
話を楽しみながら親子でハイキング
しませんか。
【と　き】９月11日（日） ９時30分～15時
【ところ】黒壁周辺
※集合・解散はJCMU彦根市松原町
【参加費】大人1,000円 子ども実費負担
※協会会員は500円
【対　象】 県内在住の中学生以下の子ど

もと保護者（祖父母でも可）
【定　員】20人（先着順）
【申込み】８月４日（木）から
　　　　 ホームページまたは電話で

下記まで
問・申（公財）滋賀県国際協会彦根事務所
　　（☎０７４９－２６－３４００）
　　http:www.s-i-a.or.jp/

◆ 滋賀大祭フリーマーケット出
展者募集

【と　き】11月５日（土）、６日（日）
　　　　10時～16時
【ところ】 滋賀大学経済学部（彦根市馬場）
【出店料】１区画（３×３m）500円
※両日出展の場合700円
【募集数】各日 屋外50 屋内60 ※先着順
【申込み】 インターネット・郵便は９月

30日（金）まで。電話・FAXは８
月22日（月）～28日（日）。

※ 詳しくは滋大祭実行委員会ホーム
ページで。

問・申滋大祭実行委員会
　　（☎/ ０７４９－２７－１１３７）

相　　談
◆休日・夜間お薬電話
夜間や休日にお薬のことで困ったら、
下記の電話にご相談ください。
【と　き】月～土曜日　21時～９時
　　　　日曜・祝日　 24時間
問湖北薬剤師会（☎０７４９－２２－７８１１）

◆看護職の就職相談
経験豊富な再就業専門コーディネー
ターが看護職の相談に応じます。

【と　き】 毎月第２・４月曜日（祝日の
場合は翌日）13時～16時

【ところ】 ハローワーク長浜（南高田町）
【申込み】不要
問滋賀県ナースセンター
　（☎０７７－５６４－９４９４）

◆福祉のお仕事探し出張相談
福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。気軽にお立ち寄りください。
【と　き】８月12日（金） 13時30分～16時
【ところ】余呉支所（余呉町中之郷）
問湖北介護・福祉人材センター
　（☎６４－５１２５）

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　 ８月20日（土）12時～16時
　　　　 ９月１日（木）10時～14時
【ところ】　 市民交流センター和室
【相談員】　 下地久美子さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）

結婚相談
【長浜地域】８月25日（木）18時～20時

市民交流センター（地福寺町）
【浅井地域】８月26日（金）18時～20時

湯田公民館（内保町）
【びわ地域】８月26日（金）19時30分～21時

びわ公民館（難波町）
【虎姫地域】８月26日（金）18時～20時

虎姫公民館（田町）
【湖北地域】８月18日（木）18時～20時

湖北公民館（湖北町速水）
【高月地域】８月10日（水）13時～15時

高月支所（高月町渡岸寺）
【木之本地域】８月18日（木）15時～17時

公立木之本公民館（北部振興局内）
【余呉地域】８月27日（土）10時～12時

山村開発センター（余呉町中之郷）
【西浅井地域】８月17日（水）13時～15時

西浅井公民館（西浅井支所内）

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」で検索
またはＱＲコード
※ いずれの会場も提供できる
情報は同じです。
※ 登録の有効期限は３年で
す。再登録を希望する人は、各会場で
申請をお願いします。

不用品交換情報（７月15日現在）
◆ください（無料）
○競技用自転車○電動自転車○電子
オルガン○電気釜○子ども用補助輪
付き自転車○三味線○背負式手動噴
霧器○ベビーラック○地上デジタル
チューナー○食卓用イス○血圧計○
幼児用自転車○筆、すずり（習字セッ
ト）○卓球台○陶器の火鉢○水槽○
卓上電動ミシン
◆あげます（無料）
○パイプベッド○植木鉢
※現物は保管していません。

※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の

話合いで決定していただきます。
問環境保全課（☎６５－６５１３）

８月の税・料
国民健康保険料　　　　３期
介護保険料　　　　　　３期
後期高齢者医療保険料　２期 

長浜米原休日急患診療所
８・９月の診療日のお知らせ

【診療日】　 ８月７日、11日、14日、
　　　　     21日、28日
　　　　 ９月４日、11日、18日、
　　　　　　19日、22日、25日
【診療時間】　  ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　  ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないように
ご注意ください。
※ 受診時は保険証・お薬手帳・母子健
康手帳（乳幼児の場合）をお忘れなく。
※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12
月30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）
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情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

有料広告欄

お知らせ
◆しらしがメールに登録を
滋賀県は、防災・防犯等の身の回りの
危険に関する情報を電子メールで配
信しています。
【内　容】 気象特別警報・警報・注意報、

防犯情報、地震発生情報、そ
の他お知らせなど

【申込み】 http://www.pref.
　　　　shiga-info.jp 
問滋賀県情報政策課
（☎０７７－５２８－３３８１）

◆８月は電気使用安全月間
電気は常に安全を心がけムダなく使
いましょう。また、自家用設備の電気
事故は適切な保守点検と計画的な更
新で防ぎましょう。
問関西電気保安協会 彦根営業所
（☎０７４９－２３－０３５４）

◆平和の鐘を鳴らそう
長浜ユネスコ協会では、“平和への祈
りと願い”を込めて鐘をつきます。ぜ
ひお越しください。
【と　き】８月15日（月）
　　　　11時45分～12時30分
【ところ】長浜別院大通寺 
問長浜ユネスコ協会事務局
　（☎６５－６５５２）

◆職場での転倒災害が多発
厚生労働省では転倒災害を撲滅する
ため「STOP!転倒災害プロジェクト」
を推進し、転倒災害防止のための特設
サイトを開設しました。
http://anzeninfo.mhlw.go.jp/
information/tentou1501.html
問彦根労働基準監督署
　（☎０７４９－２２－０６５４）

催　し
◆ 湖北グランドデザイン創出
　プロジェクト
湖北の価値を高めるためのディス
カッションをします。
【と　き】８月27日（土）13時～17時
【ところ】 ヤンマーミュージアム（三和町）
【参加費】無料
【申込み】 ８月19日（金）までに、氏名・

住所・連絡先・勤務先を記入
し、FAX、メールまたは電話
で下記まで。

問・申（一社）長浜青年会議所
　　（☎６３－２４００）
  *info@nagahama-jc.jp
　　 ６２－３９８０

◆浅井家顕彰法要・講演会
【と　き】９月１日（木）　13時30分～
【ところ】徳勝寺（平方町）
【内　容】
①浅井氏三代顕彰法要
②墓前祭
③ 記念講演「小谷山の麓の城下町 伊部」
　講師：伊部の歴史を知ろう会
　　　 代表　肥田 嘉昭 氏
【参加費】500円（一般参加の場合）
問浅井家顕彰会（☎６２－５７７４）

講座・教室
◆健康教室
【と　き】８月18日（木） 13時30分～
【ところ】 湖北医療サポートセンター

（宮司町）
【テーマ】サルコペニアと骨粗鬆症
【講　師】市立長浜病院　整形外科
　　　　杉本 正幸 先生
※申込不要、参加無料
問湖北医師会（☎６５－３６００）

◆はじめてみよう！読み聞かせ
絵本の世界を楽しみながら、読み聞か

せの初歩を一から学びます。
【と　き】８月27日（土）
　　　　10時30分～12時30分　
【ところ】滋賀文教短期大学
【講　師】国文学科専任講師
　　　　細田 あかね 氏
※申込不要、参加無料
問滋賀文教短期大学
　（☎６３－５８１５）

◆子育て支援講習会
【と　き】９月３日（土）10時～11時30分
【ところ】長浜赤十字病院　２号館
【内　容】子どもの薬について
【参加費】無料
【講　師】吉田 紀子 薬剤師
【対　象】乳幼児の家族
【定　員】50人程度
【申込み】 ８月16日（火）までに電話で下

記まで。
問・申長浜赤十字病院 社会課
　　（☎６３－２１１１）

◆要約筆記者養成講座
聴覚障害者の社会参加を支援する要
約筆記者を養成します。
【と　き】９月６日～２月７日 毎週火曜日
　　　　13時30分～16時30分（全17回）
【ところ】 滋賀県立聴覚障害者センター

（草津市大路）
【参加費】無料（テキスト代3,400円）
【対　象】 全回受講可能な18歳以上の人
【申込み】 ８月26日（金）まで。開催要項・

申込書は電話で下記まで。
問・申滋賀県立聴覚障害者センター
　　（☎０７７－５６１－６１１１）

◆第17期犯罪被害者支援活動員養成講座
【と　き】９月７日（水）～11月９日（水）
【ところ】滋賀県厚生会館（大津市京町）
【参加費】全10回コース 15,000円
　　　　１日コース　  2,000円
【対　象】支援活動員をめざす人
【定　員】約30人

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp
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まちの
人口

平成28年７月１日現在   人口 120,435人   男 58,884人   女 61,551人   世帯数 44,856世帯

平成28年６月中の異動   転入 203人   転出 231人   出生 72人   死亡 91人   婚姻 35件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流
センターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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撮影場所:長浜市多文化共生・国際文化交流ハウス（GEO）

ポルトガル語相談員
子どものにほんご教室講師

中田　ダイアーニさん
　　　　　　　　　　（末広町）

いっちゃん、りのちゃん、

これからもずーっと仲良し姉妹でいてね。

二人の笑顔が大好きだよ。

お世話好きなお姉ちゃんと甘えんぼの妹。

二人の笑顔が大好きだよ。

いつまでも仲良し姉妹でいてね。
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音楽で人と人をつなげたい

　両親の仕事の都合で、10歳のときにブ
ラジルから長浜に来た中田さん。「日本
に来たときは、すべてが珍しくて楽しか
った」と、苦労したことよりも楽しい思
い出を語るのが、明るく前向きな中田さ
んらしいところ。来日当時の長浜にはブ
ラジル人も多く、同世代の友達にも恵ま
れたといいます。
　牧師の父と、教会のコーラスのリーダ
ーだった母の間に生まれた中田さんは、
賛美歌やゴスペル音楽に囲まれて暮ら
すうち、自然と歌うことが大好きにな
っていきます。教会で歌うだけにとど
まらず、15歳の時には母国ブラジルでな
んとCDデビューを果たし、６年前には
２枚目もリリース。「両親の助けがあっ
たからこそ」と感謝の気持ちで振り返り

ます。
　現在は、会社員として仕事に就く傍
ら、16年間長浜で暮らしてきた経験を活
かして、長浜市民国際交流協会で外国人
住民の相談員として活動。また、子ども
たちのための日本語教室の講師も務め
ています。「両親ともに日本語を話せな
い家庭が多いんです。だから、お父さん
お母さんが子どもたちにしてあげられ
ないことを手助けしてあげたい」。幼い
ころ感じた言葉の壁を、自分の力で乗り
越えてきた中田さんだからこそできる
寄り添いです。日本語が苦手で勉学に向
き合えなかったときの自分を、教室に通
う子どもたちに重ね、「日本で暮らして
いくなら、諦めずに勉強して、やりたい
仕事ができるように頑張ってほしい」と

子どもたちにエールを送りながら、「日
本でもCDを出したい。大好きな歌で暮
らしていけたら」と自らもステップアッ
プをめざします。
　子どもたちに少しでも日本語が身に
つきやすいように音楽を取り入れたり、
年齢や性別、国籍を問わず、誰もが集え
る機会をつくろうと、音楽イベントを企
画するなど、人や地域のために自分の特
技を活かす取組を始めました。「人と人
がつながって、仲間が増えていくのを見
ると嬉しくなる」と中田さんの笑顔が輝
きます。
　人の輪をつくり、みんなに希望と笑顔
をもたらす中田さんの歌声。国を越えた
交流の大きな架け橋になろうとしてい
ます。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。
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